
平成２５年度 第４回公立大学法人前橋工科大学教育研究審議会 議事録（概要版） 

 

１ 日時 平成２５年６月２６日（水） 

午後４時３０分から午後６時００分まで 

 

２ 場所 前橋工科大学 会議室３ 

 

３ 出席者 議長    辻 

審議会委員 星、今村、田中、宮﨑、井田、野村、本間、松井、稲垣、

湯沢、善野 

      事務局 

 

４ 議事 

  定款の規定により、辻学長が議長となり、議事進行をすることとなった。 

(1) 報告事項 

  ① 第３回議事録の確認について 

    前回会議の議事録について、別紙資料のとおり了承された。 

 

 ② 平成３０年度までの運営費交付金の算定方法について 

   宮坂補佐から運営費交付金についての説明及び報告があり、光熱水費等の

経常的経費の２％の削減及び大学院の定員充足等による収入の確保について

の依頼があり、了承された。 

   

 ③ 平成２５年度こども科学教室の実施方法について 

   ブース用消耗品の調達については、立替払申請によることを原則とする旨、

地域連携推進センター長から資料に基づき報告があり、了承された。 

なお、教員が間に入らないサークル等については、事務局から直接発注を

することとなる。 

 

 ④ 公募型共同研究事業について 

   地域連携推進センター長から、資料に基づき報告があり、了承された。 

 

 ⑤ 地域課題研究事業について 

   地域連携推進センター長から、資料に基づき説明があり、了承された。   

 



 ⑥ 地域連携推進センター研究協力員の受入れについて 

   地域連携推進センター長から、資料のとおり研究協力員４人の受入れがあ

ったことについて報告があり、了承された。 

 

 ⑦ 国際交流事業（北京工業大学学生派遣）の実施について 

   地域連携推進センター長から、資料のとおり１人の申込みがあり、今後担

当教員が派遣先に事前打合せに出向くことについて報告があり、了承された。 

 

(2) 協議事項 

  ① 公立大学法人前橋工科大学教員の研修旅行等に関する規程の改正について 

    議長から、原案のとおり決定したいとの提案があり、全員異議なく承認さ

れた（表決による全会一致）。 

 

  ② 客員研究員の受入れについて 

    議長から、原案のとおり決定したいとの提案があり、全員異議なく承認さ

れた。 

 

  ③ 平成２５年度重点研究費（独創的研究活動費及び海外短期研修費）審査に

ついて 

    議長から、以下のとおり決定したいとの提案があり、全員異議なく承認さ

れた。 

   （結論） 

    ・海外短期研修費については、国際化を中期計画に掲げている観点から、

３件について満額で採択する。 

    ・独創的研究活動費については、重点研究費予算の５１４万円から、採択

された海外短期研修費８２１，９３７円を減じた４，３１８，０６３円

を割り振る。 

    ・割り振り方は、申請があった１１人のうち上位８人に５０万円を割り振

り、順位が１位の教員に残りの３０万円を割り振る。 

    ・採択された教員は、研究成果について学長に報告する。 

    

  ④ 人事計画の策定スケジュールについて 

    議長から、原案のとおり決定したいとの提案があり、全員異議なく承認さ

れた（表決による全会一致）。「教育理念と研究目標」については各学科で検

討し、来月末までに回答を得ることとし、９月２５日の教育研究審議会では



承認を得る予定である。 

     

  ⑤ 学科の教育理念、教育目的、教育目標等について 

    議長から、原案のように書式と量については、各学科、各専攻の統一を図

ることの提案があり、全員異議なく承認された。本件の内容については、８

月末までに学科等で検討を行った結果を報告し、その後に決定することとす

る。 

 

５ その他 

① 各学科卒業生就職先資料の配付について 

学長から、過去３年間の一覧表が配布された。 

   

  ② 学科単位の教育活動等の予算配分及びその取扱いについて 

    事務局から、資料のとおり説明があり、了承された。 

 

  ③ 議事録の公表について 

    事務局から、議事録について学内で公表するかどうかとの質問があり、議

長から、概要版でない議事録をサイボウズで掲載することによって学内に公

表し、もし学外に公表する場合は概要版を公表するとの提案があり、了承さ

れた。 

  

以上 


